
 
（２０２６年１０月３０日発表） 

１１月１３日 芹沢銈介美術館開館 45 周年記念講演会の開催 

静岡市立芹沢銈介美術館は、１１月１３日（金）に開館４５周年を記念し、落語家の林家たい平(はや

しや たいへい)師匠による講演会「デザイナー芹沢銈介を語る」を開催します。 

 

【趣旨・背景】  

・林家たい平師匠は、学生時代に芹沢銈介の作品「御滝図のれん」に大きな影響を受け、芹沢の作品

に出会っていなければ、全く異なる落語家になっていたと語っています。また、テレビ番組で芹沢の

創作の秘密や「型絵染」の魅力に迫る企画に参加するなど、芹沢への深い敬愛を寄せています。 

・１０月１０日（土）から１２月１３日（日）まで開催する芹沢銈介美術館開館４５周年記念展「街角に息づ

く芹沢デザイン」に合わせ、デザイナーとしての芹沢銈介の魅力について語っていただきます。 

 

【開催日時・会場】  

日時：２０２６年１１月１３日（金曜日）１８時～１９時（開場１７時３０分） 

会場：静岡市立芹沢銈介美術館（駿河区登呂五丁目１０-５） D 展示室 

※一般の申込受付は終了しています。 

 

【取材について】 

・取材いただける場合は、１１月１０日(火)１７時１５分までに、問い合わせ先までご連絡ください。 

・その際、報道機関名、報道媒体、来館人数をお知らせください。 

 

【公式ホームページなど】 

【HP】https://www.seribi.jp 【X】@seribi_shizuoka 

 

【問い合わせ先】 

観光文化・市民局文化政策課 静岡市立芹沢銈介美術館 担当者：津野、田中 

電話：０５４-２８２-５５２２ 
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